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対 象 施 設 横浜市鶴見中央コミュニティハウス

対 象 期 間 令和　２　年　４　月　１　日　～　令和　３　年　３　月　３１　日

指定管理者 特定非営利活動法人 鶴見区民地域活動協会

実 施 日 令和　３　年　５　月　25　日 （火）

点 検 方 法
業務点検実施マニュアルに沿い、指定管理者からの報告書類の内容審査、ヒアリン
グ、施設への立入検査により実施した。

講 評

新型コロナウイルス感染症の影響により、４・５月が閉館となり、利用者数は前年度比で
41％と減少していますが、開館後も感染拡大防止のため利用人数制限や感染対策を
徹底するなど、丁寧な運営を心掛けて下さっています。
各部屋には窓がない状況ではありますが、吸排気に気を付け、ロビーに非接触型体温
計を設置し、利用後のフロアをスタッフが丁寧に消毒作業を行うなど、徹底した管理運
営をしています。安心安全な環境を提供しようと心掛けることにより、利用者からの信頼
に繋がり、コロナ禍においても継続して多くの方が利用して下さっているのだと思いま
す。

また、複合館という特性を生かし、自主事業だけでなく、日頃の管理運営や非常時の対
応等についても鶴見区民文化センターや鶴見国際交流ラウンジと積極的に連携・協力
する姿勢が高く評価できます。

ご意見箱の設置や利用者アンケートを行うことで、利用者の意見をできる限り現場へと
反映しようと心掛けて下さっています。また、事務室内のレイアウトを変更し、利用者か
ら顔が見えるような環境づくりを行い、令和３年度からインターネットでも利用予約がで
きるような仕組みづくりを積極的に行う姿勢も、利用者を第一に考えていただいている
点だと思います。
今後もその姿勢を大切にし、引き続き適切な施設運営を行ってください。

指 摘 事 項 特になし

改 善 状 況 特になし

添 付 資 料 業務点検結果シート（別紙）

令和2年度　管理運営業務点検報告書
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業務点検結果シート（令和2年度総括） 施設名　横浜市鶴見中央コミュニティハウス

頻度 点検項目 点検内容 点検結果

利用料金収入実績 収入実績、目標達成状況 制度外施設

利用者実績
開館日数、入館者数、利用層別利用数、居住
区別利用数、その他利用数

利用者数は、前年度比で41％。４・５月の閉館や、開館後
の利用人数制限による影響が大きい。

会議室等稼働率 部屋別等の稼働率
稼働率は、年間で約63.8％。４・５月の閉館や、自主事業の中止
による影響が大きい。

指定管理料の支出金額、執行率 収支予算書に基づき、適正に執行されている。

ニーズ対応費執行状況（品目、数量、金額） 制度外施設

自主事業実施状況
募集対象、事業名、開催回数、参加人員、経
費、１人あたり参加費、講師謝金、事業計画書
の自主事業計画との整合性

実施回数23回、参加者数は延283名。親子ゆとり広場やス
トレッチ＆リンパマッサージなど、利用人数制限や感染対
策を徹底しながら可能な範囲で実施している。

運営体制 館長、指導員(副館長）、スタッフの勤務実績 勤務シフト表に基づき、適正な勤務時間にて運営を行っ

施設の管理状況
点検実施日、点検内容、点検結果、対応状況
事業計画書どおりの適切な管理の実施（第三者
への委託状況等）

修繕の実施状況 施設修繕の実施状況

備品 備品（Ⅰ種）の購入・廃棄状況
備品台帳の見直し、破損や不備のチェックを行うなど適正
に管理されている。

広聴、ニーズ把握
広聴（窓口、電話、ご意見箱、アンケート、市コールセ
ンターへの意見・要望等）や利用者ニーズ、苦情等の
把握状況と対応、掲示の有無等

利用者アンケートの実施や意見箱の設置のほか、利用者
からの声を大切にし、それらの意見に対して真摯に対応し
ている。

サービス向上
経費節減

サービス向上の取組状況、経費節減の取組状
況

積極的に取り組んでいる（特記すべき事項参照）。

巡視点検 受付窓口の状況、館内の状況等
受付の対応は明るく親切であり、シークレインの総合窓口
としての役割も担っている。館内も清掃が行き届いており、
清潔に保たれている。

運営目標の実績評価
運営に対する自己評価

事業計画作成時に設定した運営目標に対する実績
目標と実績に差異が生じている場合の改善計画

運営目標に基づき、実施されている。

利用方法 利用要綱や利用案内の内容、備付け状況等
利用方法や空き会議室情報など、利用者にとって分かり
やすく掲示・備え付けられている。

個人情報保護
個人情報保護取扱特記事項の取組状況、研修
の実施、誓約書の提出

全職員が研修を受講するとともに、ミーティング等の時間
を活用して、周知徹底や注意喚起を行っている。

緊急時対策 緊急時対策マニュアルの作成・運用状況

防犯・防災対策マニュアルの作成・運用状況

消防計画の作成・提出状況 適切に作成・提出されている。

保険 施設賠償責任保険への加入状況 適切に加入されている。

その他研修等の報告 職員等に対する研修の実施状況 協会・外部主催研修を活用し、受講している。

本市重要施策への実
現に向けての取組状
況

横浜市一般廃棄物処理基本計画に沿った取組、市
内中小企業への優先発注、環境政策、障害者福祉
政策、男女共同参画政策等の取組状況

利用者へのごみの持ち帰りの徹底や横浜市の計画に沿っ
た分別、節電への取組、市内中小企業への優先発注を
行っている。

地区センター委員会
利用者会議

日時、場所、出席者、議題、意見等
１月26・27日開催、利用サークル70団体出席、R3より変更
となる利用予約方法について意見交換等を行った。

事故等の発生状況 日時、発生状況、対応、再発防止策の検討 該当なし

損害賠償 損害賠償の発生状況 該当なし

不可抗力 不可抗力発生に伴う影響 該当なし

情報公開 件名、申請状況、対応状況 該当なし

喫緊の対応が必要又
は特に重要な意見、
要望

すぐに対応が必要な意見、要望 該当なし

特に重要な施設の維
持管理、修繕に関す
ること

利用の制限を伴うなど、重要な施設の維持管
理、修繕に関する状況

該当なし

改善指導事項

特になし

随時

特
筆
す
べ
き
事
項

サービス向上や経費節減等の取組事項

■利用者会議にて意見交換のうえ、令和３年度からインターネットで
も利用予約が行えるようになった。
■事務室内のレイアウトを変更し、利用者とカウンター越しに対応で
きるようになり、声のかけやすい環境づくりを行った。
■職員間で共通のエプロンを着用することで、利用者が職員であるこ
とを認識しやすくし、声のかけやすい雰囲気づくりを行っている。

毎月

防犯・防災対策

指定管理料の執行

年１回

四半期

月１回の設備巡回点検のほか、専有部分についても適切
に管理・修繕が実施されている。

区民文化センター、国際交流ラウンジ共通の危機管理マ
ニュアルと緊急連絡網を整備。年２回の三施設合同避難
訓練の実施や、避難経路の掲示等を行っている。


